
議事録 
日時：6月 14日 10:00～ 
場所：JICA事務所 
出席者：JICAケニア事務所／狩野所長、斉藤所員 
SMASSE／杉山チーフアドバイザー、長沼調整員 
調査団／原田団長、竹中、増田、井口 
協議内容 
・ 団長より調査概要の説明がなされた。 
・ 杉山チーフアドバイザーよりプロジェクトについて以下の説明がなされた。 

- 予算は初年度の 2000万 kshから 4000万 kshに引き上げられた。 
- プロジェクトスタッフは全て現職教育省スタッフであるため、新たな人件費は発生

していない。 
- 第三国研修ニーズは拡大してきている。 
- 現要請機材リストは改めて精査する必要あり。 
- CEMASTEAの敷地は労働省と教育省の間で移管手続きが何度か繰り返された。 
- CEMASTEA設立の法的措置はまだ実施されていない。（条文案は約 1年前に作成
され、教育省に提出済み。）現状は KSTCの分校のような扱いとなっている。 

- 計画地の土地登記簿等の法的文書を入手するべきである。 
- 施設計画は将来の拡張を考慮した計画としてほしい。 
 

議事録 
日時：6月 14日 11:30～ 
場所：大使館 
出席者：大使館／大石書記官、SMASSE／杉山チーフアドバイザー、長沼調整員 
調査団／原田団長、竹中、斉藤、増田、井口 
協議内容 
・ 団長より調査概要の説明がなされた。 
・ CEMASTEA設立の法的措置がまだ実施されていない点について 

- 現状は KSTCの分校的な扱いになっており、KSTCの新規教員養成と SMASSEの
現職教員研修が同居している。それぞれ一本化されるのが望ましい。（杉山） 

- 将来の永続的な活動を担保する上で法的措置が速やかになされることが望ましい。

大使館からも先方に対して早期に実現させるようお願いしてもらいたい。（原田） 
- 了解した。（大石） 

・ AICAD等の既存施設の使用について 
- 調査の結果、既存施設利用が難しいのであれば、先方の要請に沿ってプロジェクト

を進めることになる。プロジェクトの将来的な活動計画、ケ国政府の取り組み姿勢



等、十分に調査してほしい。（大石） 
 
議事録 
日時：6月 14日 14:30～ 
場所：MOEST 7階会議室 
出席者：MOEST／PS. Prof. K. Mutahi、Mr. O. Kajumbi、Mr. G. Lengoiboni、Mr. D. Siele、
Mr. M. J. Orwa、Mrs. M. Mwirotsi、Mr. J. N. Gacivhi、CEMASTEA／Mr. B. M. Njuguna 
SMASSE／杉山チーフアドバイザー、長沼調整員  
調査団／原田団長、竹中、斉藤、増田、井口 
協議内容 
・ 団長より調査概要の説明がなされた。 
・ PSよりプロジェクトの概要についてブリーフィングがなされた。 
・ 要請内容について 

- 要請書提出後に新しい教育政策が作成された。内容は①  Education Sector 
Support Program(2005-2010)と、② Session Paper No.1 of 2005 に詳述されて
いる。この新たな政策の出現により要請内容を変更したい。（PS） 

- 修正機材リストは 7月中に正式提出してほしい。施設内容については官団員滞在中
に概要を提出してもらいたい。（原田） 

・ 教育事情について 
- 研修ニーズは拡大してきている。特に初等教育の無料化に伴い、中学生徒数は今後

増大する。今年の中学生徒数は現在 690,000人であり、これは小学校卒業生徒数の
52%にあたるが、目標はこれを 70%にすることである。中等教育については①中学
校整備、②理数科教育の強化、③理数科機材の整備、④教員再教育 の 4点が同等
に重要と捉えている。理数科機材は各ディストリクトに毎年 10 校づつ、財政的に
厳しい学校から順次整備を行う。全国で 72 ディストリクトがあるため、毎年 720
校づつ整備することになる。これは CEMASTEA で実施される研修成果を現場で
反映させるために必要な措置である。（PS） 

・ CEMASTEAについて 
- CEMASTEA 設立の法的措置がまだ実施されていないようだがどうなっているか。
（原田） 

- 既に手続きに入っている。Legal Notice後に教育大臣が署名すればよい。3ヶ月以
内に完了する。（PS） 

- AICAD、KSTC等他施設とのデマケはどうなっているか。（原田） 
- AICADは貧困削減を目的としており、大学と連携して活動している。CEMASTEA
は中等理数科教育強化が目的であり、両施設の目的は全く異なる。また、KSTCは
新規教員養成のための施設であるのに対し、CEMASTEAは現職教員のための再訓



練施設である。両者は全く異なる。（PS） 
- 研修ニーズは今後も拡大していくことが予想される。計画にあたっては整備施設の

将来的拡張性についても考慮してほしい。（PS） 
 
議事録 
日時：6月 15日 9:00～ 
場所：CEMASTEA 
出席者：CEMASTEA／Mr. Njuguna、Mr. M. M. Waititu、Mr. P. Kogolla、Mrs. Peula Lelei、
Mr. Kithaka Njogu 
SMASSE／杉山チーフアドバイザー、長沼調整員  
調査団／原田団長、竹中、斉藤、増田、井口 
協議内容 
・ 団長より調査概要の説明がなされた。 
・ 要請施設 

- Njuguna氏が以下の追加要請を提示し、追加理由を説明した。 
① 多目的ホール 
研修課程において、研修生と研修員全員が一同に会する場が必要である。研修生 200
人と研修員及び来客等を加えて 300人規模のホールが必要である。 
② ダイニングホール／キッチン 
既存宿泊施設の収容人数は 92人であるため、200人に拡大すれば既存のダイニングホ
ールでは賄いきれない。 
③ 保健室 
CEMASTEA 近郊に病院はない。研修生は現職教員や校長であり、高齢者が多い。先
月も 7 人が研修中に発熱した。応急処置の可能な保健室が必要である。看護士を 1 名
配置する。 
④ ICT 
コンピューター研修の需要は急激に高まっている。30~50人規模の整備が必要である。 
- 追加要請項目と要請理由を書面にまとめて明日提出してほしい。また、要請施設コ

ンポーネントのプライオリティを記載してほしい。（原田） 
・ 要請機材 

- 整備機材選定のクライテリアを示してほしい。（Njuguna） 
- 要請では初等教育用機材も含まれているが、要請書にあるように中等教育だけでな

く、初等も含めた基礎教育を対象としているのか。（原田） 
- その通りである。SMASSE は中等理数科を対象としてスタートしたが、その後

NEPADとも合意を結び、域内第三国研修ニーズが拡大してきている。第三国から
は基礎教育に対するニーズが高い。（Njuguna） 



・ 土地登記 
- 土地登記は未だなされていないが、早急に’TITLE DEED’の取得手続きを取る。 
 

議事録 
日時：6月 15日 14:30～ 
場所：KSTC 
出席者：KSTC／校長Mr. P.W. Kibui、Mr. J. Ondera、Mr. C. W. Mahugn、Mrs. M. A. 
Ojianiso、Mrs. R. W. Mhaya、Mrs. G. M. Wang’ombe、Mr. B.K. Munguti、Mr. M. Lubabali、
Mr. J. K. Sigei、Mrs. M. B. Inuani、Mr. J. K. Mwangi、Mr. A. A. Masimba 
CEMASTEA／Mr. Njuguna、SMASSE／杉山チーフアドバイザー、長沼調整員 
調査団／原田団長、竹中、斉藤、増田、井口 
協議内容 
・ 校長および Njuguna氏より SMASSEの経緯説明がなされた。 
・ 施設について校長より説明がなされた。 

- 新たにコンピューター講座が設けられ、3教室が専有されることとなった。 
- 宿泊室はツインベッドルーム 288室である。SMASSEフェーズ 1では 1年間に 2
回の休暇期間中に SMASSE が全室使用していた。現在は Examination Council
が休暇期間中の施設を使用しているため、年間を通して SMASSEが施設を使用す
る余地は全くない。 

・ デマケ／相互関係について 
両者はそれぞれ Pre-Service と In-Service であり、内容は異なるが、ベースラインサ
ーベイ等の情報を共有する可能性はある。（校長） 
 

議事録 
日時：6月 16日 9:00～ 
場所：SMASSE事務所（KSTC） 
出席者：CEMASTEA／Mr. Njuguna、SMASSE／杉山チーフアドバイザー、長沼調整員  
調査団／原田団長、竹中、斉藤、増田、井口 
協議内容 
・ 追加要請施設を含めた修正要請施設リストが CEMASTEAから提出された。 
・ 要請内容について協議を行った。 

- ICTはコンピューターソフトの更新等の課題があり、整備を行うのは慎重を要する。
また、現在の研修では行われていないのではないか。（原田） 

- 各ディストリクトインセットセンターには 2台の PCが設置されているが、教員が
PCを使えないのが現状である。コンピューター研修は必須項目となる。（Njuguna） 

- ICTというよりはコンピューター教室と考えてよいか。（原田） 



- その通り。（Njuguna） 
 

議事録 
日時：6月 16日 14:15～ 
場所：AICAD 
出席者：AICAD／稲垣チーフアドバイザー、平林アドバイザー、大使館／大石書記官 
CEMASTEA／Mr. Njuguna SMASSE／杉山チーフアドバイザー、長沼調整員  
調査団／原田団長、竹中、斉藤、増田、井口 
協議内容 
・ プロモーションフィルムの後、稲垣チーフアドバイザーより AICADの活動概要が説明
された。 

・ 平林アドバイザーより宿泊施設について説明がなされた。 
- 収容能力はツインベッドルーム 40室（80人）。 
- 稼働率は 2002年のオープン以来上がってきている。現在 38%だが、来年は 60%を
目標としている。 

- リネン、清掃等のメンテナンスは外注している。 
- ベッドが日本人用ともいえるサイズのため小さすぎる。ツインベッドをつなげて 1
台として使用するケースも少なくない 

- 施設周辺は蚊が多いため電気式のベープマットを備え付けた。 
- 立地上、宿泊客が生活用品を手に入れにくい。施設内での販売を検討中である。 
- 宿泊室は 2階のため、身障者に対するバリアとなっている。リフトまたはスロープ
の設置を検討中である。 

・ 仮に CENASTEAの研修生が利用する場合、利用料の免除・減額はあるか。（原田） 
・ 原則としてない。（平林） 
 
議事録 
日時：6月 17日 9:30～ 
場所：SMASSE事務所（KSTC） 
出席者：CEMASTEA／Mr. Njuguna、SMASSE／杉山チーフアドバイザー、長沼調整員  
調査団／原田団長、竹中、斉藤、増田、井口 
協議内容 
・ 調査団よりミニッツ案を提示し、協議を行った。 
・ ミニッツ署名は 6月 18日 16:00に行われる予定となった。 



議事録 
日時：6月 18日 15:00～ 
場所：MOEST 10階会議室 
出席者：MOEST／PS Prof. Mutahi、Mrs. Mwirotsi、Mr. Siele、Mr. A. A. Raten’g 、Mr. 
P. L. Shonko、Mr. S. M. Ole Kingi、Mrs. Emily Masinjils 
CEMASTEA／Mr. Njuguna、SMASSE／杉山チーフアドバイザー、長沼調整員  
調査団／原田団長、竹中、斉藤、増田、井口 
協議内容 
・ ミニッツ署名を行った。 
 
議事録 
日時：6月 20日 9:00～ 
場所：SMASSE事務所（KSTC） 
出席者：CEMASTEA／Mr. Njuguna、SMASSE／杉山チーフアドバイザー、長沼調整員  
調査団／増田、井口 
協議内容 
・ 要請施設内容と人員配置計画について確認した。 
・ 研修計画の概要について確認した。 
・ 修正機材リスト案は 22日午後に提示される予定。 
 
議事録 
日時：6月 20日 15:00～ 
場所：JICA事務所 
出席者：JICA／稲村次官 SMASSE／杉山チーフアドバイザー、長沼調整員  
調査団／原田団長、竹中、斉藤、増田、井口 
協議内容 
・ 団長より中間報告がなされた。 
・ 事業コストが予算を上回ることも予想されるため、コンピューター等、要請機材の一部

を現地業務費で調達することも考慮する必要がある。 
・ 今後のスケジュールについて確認した。 
 
 
 
 
 
 



議事録 
日時：6月 20日 16:30～ 
場所：大使館 
出席者：大使館／大石書記官 SMASSE／杉山チーフアドバイザー、長沼調整員  
調査団／原田団長、竹中、斉藤、増田、井口 
協議内容 
・ 団長より中間報告がなされた。 
・ 調査団より大使館への依頼事項（機材リスト、土地登記書、施設設立官報公示）を確認

した。 
 
議事録 
日時：6月 21日 9:30～ 
場所：CEMASTEA 
出席者：CEMASTEA／Mr. Njuguna、Mr. Mwai、Mme. Okumu、Mr. Waititu、Mr. Kogolla、

Mr. Arimi、Mr. Obadiah  SMASSE／杉山チーフアドバイザー  
調査団／増田、井口 
協議内容 
以下の項目について調査、確認を行った。 
・ 敷地境界 
・ 既存施設／使用状況 
・ 既存施設人員配置状況 
・ 既存機材整備／使用状況 
 
 
議事録 
日時：6月 22日 9:00～ 
場所：SMASSE事務所（KSTC） 
出席者：CEMASTEA／Mr. Njuguna SMASSE／杉山チーフアドバイザー  
調査団／井口 
協議内容 
以下の項目について協議を行った。 
・ 施設利用計画 
 
 
 
 



議事録 
日時：6月 22日 9:30～ 
場所：CEMASTEA 
出席者：CEMASTEA／Mr. Njuguna、Mr. Waititu、Mr. Kogolla、Mr. Arimi、Mr. Obadiah 
調査団／増田 
協議内容 
修正機材リストを受領し、各学科長と以下項目について説明、協議をし、再修正を要請し

た。 
・ 機材選定基準 
・ 研修方法 
 
 
議事録 
日時：6月 22日 10:30～ 
場所：TRIAD ARCHITECTS／Mr.Gitoho、Mr.Makokha 
出席者：CEMASTEA／Mr. Mwai 調査団／井口 
協議内容 
以下の項目について協議を行った。 
・ TRIADに対して以下の提供を求めたところ、明日までに用意できるとの返答を得た。 

- CEMASTEA既存施設図のデータファイル 
- 井戸掘削時の仕様書 
- 計画サイト周辺の地耐力一般情報 
- 建設物価上昇率 
- 自家発電機の現地調達可能メーカー 

・ 以下についての一般的情報を得た。 
- 標準的建設資材の調達情報 
- ケ国建築基準 
 

議事録 
日時：6月 22日 15:00～ 
場所：SMASSE事務所（KSTC） 
出席者：CEMASTEA／Mr. Njuguna SMASSE／杉山チーフアドバイザー  
調査団／井口、増田 
協議内容 
以下の項目について協議を行った。 
・ National Inset用研修機材整備計画およびサイクルプログラム 



議事録 
日時：6月 23日 9:30～ 
場所：CEMASTEA 
出席者：SMASSE／武村専門家 調査団／増田 
協議内容 
以下の項目について協議を行った。 
・ 研修方法、教育機材整備方針、センターの基本概念 
 
 
議事録 
日時：6月 23日 11:00～ 
場所：TRIAD ARCHITECTS／Mr.Makokha 
出席者：調査団／増田、井口 
協議内容 
TRIADは依頼されていた以下のデータ、情報を提出した。 
・ CEMASTEA既存施設図のデータファイル 
・ 自家発電機の現地調達可能メーカー 
・ 井戸掘削時のコンサルタントコメント 
 
議事録 
日時：6月 24日 9:30～ 
場所：CEMASTEA 
出席者：CEMASTEA／Mr. Waititu SMASSE／武村専門家、内山専門家、徳田専門家 
調査団／井口、増田 
協議内容 
各学科専門家より、以下の項目について意見交換を行った。 
・ ケ国側より提出された修正機材リストについて 
・ 研修、実験の実施方法、施設設計に関する要望 
・ 物理、化学、生物の修正機材リストの見直しを、武村専門家を通じて各科に依頼する。 
 
 
 
 
議事録 
日時：6月 27日 9:00～ 
場所：SMASSE事務所（KSTC） 



出席者：CEMASTEA／Mr. Njuguna SMASSE／杉山チーフアドバイザー  
調査団／井口 
協議内容 
以下の項目について協議を行った。 
・ 施設規模の設定根拠 
・ 組織の現状と計画 
・ これまでのの運営状況 
 
 
議事録 
日時：6月 27日 10:30～ 
場所：CEMASTEA 
出席者：CEMASTEA／Mr. Waititu SMASSE／武村専門家、調査団／増田 
協議内容 
・ District Centerおよびトレーナーに関する資料収集をする。 
・ CEMASTEAに対する各機関からの要請についての情報収集をする。 
 
 
議事録 
日時：6月 28日 9:00～ 
場所：SMASSE事務所（KSTC） 
出席者：CEMASTEA／Mr. Njuguna SMASSE／杉山チーフアドバイザー  
調査団／井口 
協議内容 
以下の項目について協議を行った。 
・ 運営計画 
・ 予算と支出 
 
 
 
 
 
 
議事録 
日時：6月 28日 10:30～ 
場所：SMASSE事務所（KSTC） 



出席者：CEMASTEA／Mr. Njuguna SMASSE／杉山チーフアドバイザー  
調査団／井口、増田 
協議内容 
・ 維持管理、機材供給会社の資料を収集した後、増田団員は主要教育機材供給会社４社と

面談する。 
 
 
議事録 
日時：6月 29日 11:00～ 
場所：TRIAD ARCHITECTS／Mr. Gitoho、Mr. Ndungu、Mr.Makokha 
出席者：調査団／増田、井口 
協議内容 
TRIADは依頼されていた以下のデータ、情報を提出した。 
・ CEMASTEA既存施設図の不足分データファイル 
・ 建設物価上昇率 
・ 建設業者リスト 
・ ナイロビの建設概況 
 
 
議事録 
日時：6月 29日 14:00～ 
場所：SMASSE事務所（KSTC） 
出席者：CEMASTEA／Mr. Njuguna SMASSE／杉山チーフアドバイザー  
調査団／増田、井口 
協議内容 
・ BD調査までに先方が行うべき事項について確認した。 

- 予想施設配置の検討 
- 計画施設内容のスタディ 
- 現有家具リストの作成 
- 施設機材（小項目）リストの作成 
- 給水計画の検討 

・ 今後の予想される実施スケジュールについて確認した。 
・ 要請機材リストを受領した。 
議事録 
日時：6月 30日 10:00～ 
場所：JICA事務所 



出席者：JICAケニア事務所／稲村次長、斉藤所員 
SMASSE／杉山チーフアドバイザー、長沼調整員  調査団／増田、井口 
協議内容 
・ 団より調査経過の報告がなされた。 
・ 今後の留意事項として以下が挙げられた。 

- 先方プライオリティと現地業務費ポーションの可能性 
- 給水事情 
- 先方負担事項 
 

 



添付資料-3 主要面談者リスト 

 
MOEST (Ministry of Education Science and Technology) 教育科学技術省 

  Prof. K. Mutahi  教育事務次官 Permanent Secretary 

  Mr. Obondo Kajumbi 首席副事務官 Senior Deputy Secretary 

  Mr. G. Lengoiboni  事務官  Secretary 

  Mr. David Siele  高等教育局長 Director of Higher Education 

  Mr. M. J. Orwa  高等教育局長 Director of Higher Education  

  Mrs. M. Mwirotsi  計画政策局長 Director of Planning and Policy 

  Mr. J. N. Gacivhi  法律局員  Legal Office 

  Mr. A. A. Raten’g  技術教育局長 Director of Technical Education 

  Mr. S. M. Ole Kingi 教育局長補佐 Senior Ass. Director of Educ. - Basic 

  Mrs. Emily Masinjils 教育局長補佐 Senior Ass. Director of Educ. - QAS 

  Mr. P. L. Shonko  TSC副事務官 Deputy Secretary of TSC 

 

KSTC (Kenya Science Teachers College) ケニア理数科教員養成大学 

  Mr. P.W. Kibui  校長  Chief Principal 

  Mr. J. Ondera  副校長  Deputy Principal 

  Mr. C. W. Mahugn  学生科長  Dean of Students 

  Mrs. M. A. Ojianiso 英語学科長 Head of Department – English 

  Mrs. R. W. Mhaya  教育学科長 HOD – Education 

  Mrs. G. M. Wang’ombe 図書科長  HOD – Library science 

  Mr. B.K. Munguti  数学学科長 HOD – Mathematics 

  Mr. M. Lubabali  物理学科長 HOD – Physics 

  Mr. J. K. Sigei  化学科長  HOD – Chemistry 

  Mrs. M. B. Inuani  生物学科長 HOD – Biology 

  Mr. J. K. Mwangi  工業教育学科長 HOD – Industrial Education 

  Mr. A. A. Masimba  登録事務官 Registrar 

 

SMASSE (Strengthening of Mathematics and Science in Secondary Education) – PROJECT 中等

理数科教育強化プロジェクト 

  Mr. B. M. Njuguna プロジェクト長 Head 

  Mr. M. M. Waititu  事務官（物理） Subject Administrator – Physics 



 Mr. P. Kogolla  事務官（化学） Subject Administrator – Chemistry 

  Mrs. Peula Lelei  事務官（生物） Subject Administrator – Biology 

  Mr. David Arimi  事務官（生物） Subject Administrator – Biology 

  Mr. Kithaka Njogu 学科長（数学） Academic Head – Mathematics 

 Mr. M. Obadial  事務官（数学） Subject Administrator – Math. 

 

在ケニア日本大使館 

  花谷 卓治  公使 

 大石 智弘  二等書記官 

 

JICAケニア事務所 

  狩野 良昭  所長 

 稲村 次郎  次長 

 斎藤 理子  所員 

 栗栖 昌紀  所員 

 Mr. E. Njenga  教育担当 

 

JICAプロジェクト専門家 

 杉山 隆彦  チーフアドバイザー 

 長沼 啓一  業務調整 

 武村 重和  理科教育 

  徳田 智磯  数学教育 

 内山 葉月  理科教育 

 服部 浩昌  教育評価 

  

アフリカ人造り拠点（AICAD） 

 Prof. A. B. Gidamis Executive Secretary 

 稲垣 富一  チーフアドバイザー 

 平林 淳利  業務管理アドバイザー 

 

TRIAD ARCHITECTS（ローカルコンサルタント） 

 Mr. James Gitoho  建築家 

 Mr. Charles Ndungu 建築家 



 Mr. Andrew Makokha  

 

教育機材供給会社 

 Mr. R. O. Angolo/ Production Manager/ SEPU(School Equipment Production Unit) 

  Mr. D. M. Kiarie/ Customer Support/ Science Lab & Office Center 

  Mrs. E. W. Gitahi/ Director/ Jenath Enterprises 

  Mr. P. G. Kimondo/ Credit Control Dept. / Monks Medicare Africa Limited 



添付資料-4　収集資料リスト

資料名 入手先 備考

1 INSETカリキュラム CEMASTEA コピー

2 既存施設改修工事図面 CEMASTEA コピー／
CADデータ

3 既存厨房機器配置図及び機器リスト CEMASTEA コピー

4 既存井戸データ CEMASTEA/TRIAD
ARCHITECTS

コピー

5 KSTC内事務所棟現地入札資料 CEMASTEA コピー

6 KSTC内事務所棟平面図 CEMASTEA コピー

7 既存施設改修工事入札結果一覧表 JICA コピー

8 Kenya Education Sector Support Programme 2005-2010
(Draft)

CEMASTEA 簡易製本

9 Sessional Paper No.1 of 2005 on A Policy Framework for
Education, Training and Research

CEMASTEA 簡易製本

10 Statistical Abstract 2004 (抜粋) CEMASTEA コピー

11 Directorate of Quality Assurance and Stanndards
Newsletter 2003/2004

CEMASTEA コピー

12 CEMASTEA COUNCIL ORDER(DRAFT) CEMASTEA コピー

13 CEMASTEA土地家屋調査書 CEMASTEA コピー

14 Code of Practice for the Design & Construction of Buildings
& other Structures in relation to Earthquakes 1973

TRIAD
ARCHITECTS

コピー

15 ローカルコンサルタント認定現地業者リスト TRIAD
ARCHITECTS

コピー

16 AICAD宿泊料金表 AICAD コピー

17 AICAD宿泊稼働状況一覧表 AICAD コピー
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参 考 資 料 

 
・ INSETカリキュラム 

・ 研修活動計画表(2005年) 
・ 既存施設改修工事図面 

・ 既存厨房機器配置図及び機器リスト 

・ 既存井戸データ 
・ KSTC内事務所棟現地入札資料 
・ 現地教育機材取り扱い業者リスト 
・ 土地家屋調査書 
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資料 研修活動計画表(2005 年) 





 
 

 

 

 

 

資料 既存施設改修工事図面 



























 
 
 
 
 
 

資料 既存厨房機器配置図及び機器リスト 







 
 
 
 
 
 

資料 既存井戸データ 



























 
 
 
 
 
 

資料 KSTC 内事務所棟現地入札資料 



































 
 

 

 

 

 

資料 現地教育機材取り扱い業者リスト 
 





 
 
 
 
 
 

資料 土地家屋調査書 
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